
桐生の誇る日本の名画

1961年～64年

1915年～1997年
亀倉雄策

（左から第 2 号、第 1号、第 3 号、第 4号　大川美術館展示室にて）

－  １  －

公益社団法人

法人ニュース

発行所 〒376-0024 桐生市織姫町2番5号
桐生地域地場産業振興センター 3F

☎（0277）45-1211番

公益社団法人 桐生法人会
発行人 津久井  真澄
編　集 広 報 委 員 会

第108号
（通算156号）

大川美術館蔵（№84）

「東京オリンピック公式ポスター」

令和２年8月20日

目　次
新旧税務署長挨拶
第8回定時総会
第8回県連通常総会
青年部会
女性部会
税務署定期異動
地域社会貢献団体等支援事業
厚生・組織委員会
研修委員会

2P
3P
4P
4P
5P
5P
6P
6P
6P

　
こ
こ
数
か
月
の
間
に
、
世
界
が
一
変

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
原
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
で
す
。
さ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
国
内
で
は
、
梅

雨
の
豪
雨
、
そ
し
て
時
々
地
震
が
あ
っ

た
り
と
、
ま
っ
た
く
世
の
中
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
り

ま
す
。

　
大
川
美
術
館
も
、
県
の
「
自
粛
」
要

請
を
う
け
て
、
四
月
九
日
か
ら
六
月
一

日
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
し
た
。
開
館
し

て
三
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
長
期
に
わ
た
る
休
館
は
は
じ
め
て
の

こ
と
で
し
た
。四
月
か
ら
、特
集
展
示 

「
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
亀
倉
雄
策
」

と
し
て
、
所
蔵
す
る
亀
倉
デ
ザ
イ
ン
の

ポ
ス
タ
ー
一
二
五
点
を
展
示
し
て
ご
覧

い
た
だ
く
予
定
で
し
た
。

　
し
か
し
、
休
館
中
の
学
芸
員
た
ち
は
、

さ
ら
に
展
示
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
ま
た
、

調
査
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
一
九
九
五
年
六
月
に
亀
倉
雄

策
が
講
演
の
た
め
に
桐
生
を
訪
れ
、
そ

の
来
桐
の
折
に
自
身
が
収
集
し
た
海
外

の
布
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
桐
生
市
に
寄

贈
し
た
こ
と
な
ど
、
桐
生
と
の
所
縁
も

し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
の
成
果
も
ふ
ま
え
て
、

六
月
二
日
か
ら
七
月
一
二
日
ま
で
、
無

事
に
特
集
展
示
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
展
示
し
た
ポ
ス

タ
ー
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

や
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
宣
伝
し
、
広
報

す
る
目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
も
っ
と
も
大
切
な
機
能
は
、

街
を
行
き
交
う
人
々
の
視
線
を
集
め
、

情
報
と
イ
メ
ー
ジ
を
一
瞬
に
し
て
、
し

か
も
明
快
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
亀
倉
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
ま
さ
に

日
本
の
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
の

時
代
に
あ
た
り
ま
す
。
今
、
亀
倉
の
ポ

ス
タ
ー
の
数
々
を
振
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
そ
う
し
た
時
代
の
熱
い
う
ね
り
を

伝
え
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
息
づ
く
の
は

つ
ね
に
明
日
へ
の
希
望
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
今
回
の
特
集
展
示
は
、「
コ

ロ
ナ
」
以
後
の
わ
た
し
た
ち
が
生
き
る

時
代
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
単
に
ひ
と
り
の
優
れ

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
回
顧

に
と
ど
ま
ら
ず
、一
枚
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー

に
込
め
ら
れ
た
情
熱
と
ア
イ
デ
ア
の

粋
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
希
望
」

を
体
感
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
い
ま

し
た
。（

大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）



　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京
国
税
局 

課
税
第
一
部 

主
任
訟
務
官
か
ら
桐
生
税
務
署
長

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
窪
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
吉
田
と
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
私
は
、
石
川
県
白
山
市
の
出
身
で
、
関
東
信

越
国
税
局
管
内
の
税
務
署
で
の
勤
務
は
今
回
が

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
桐
生
税
務
署
管
内
は
渡
良
瀬
川
と
桐
生
川
が

流
れ
、
周
囲
に
山
々
が
屏
風
状
に
連
な
る
水
と

緑
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
り
、「
西
の
西
陣
、
東
の

桐
生
」
と
詠
わ
れ
た
往
時
の
織
物
産
業
の
繁
栄

を
今
に
伝
え
る
「
の
こ
ぎ
り
屋
根
の
織
物
工
場
」

や
「
土
蔵
造
り
の
店
舗
」
等
の
街
並
み
も
い
た

る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
豊
か

な
自
然
と
伝
統
の
息
づ
く
素
晴
ら
し
い
環
境
の

下
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ

る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

活
発
な
会
活
動
を
通
じ
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ
き
経
営
者
を

目
指
す
者
の
団
体
」
と
し
て
、
ま
た
、
税
の
良

き
理
解
者
と
し
て
、
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
会

員
の
皆
様
の
自
己
啓
発
や
納
税
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を

通
じ
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
次
第
で

す
。

　
さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
経
済
活
動
の
国
際
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
急

速
に
進
展
す
る
中
で
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
下
で
は
、
納
税
者
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
要
望
に
つ
い
て
想
像

力
を
働
か
せ
な
が
ら
、
納
税
者
の
方
が
「
よ
り

便
利
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
」
申
告
・
納
税
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
引
き
続
き
、
適
正
・

公
平
な
課
税
・
徴
収
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
事

務
に
つ
い
て
、
そ
の
在
り
方
の
見
直
し
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
な
生
活
様
式
の
下
で
国
税
庁

に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
何
な
の
か
を
よ
く
考
え
、

そ
れ
を
積
極
的
に
果
た
そ
う
と
す
る
姿
勢
も
大

切
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
、
的
確
な
取
組

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み

で
は
自
ず
と
限
り
が
あ
り
、
皆
様
の
お
力
添
え

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
関
東
信
越
国

税
局 

調
査
査
察
部 

調
査
審
理
課
長
を
拝
命
し

転
勤
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
東
京
国
税
局 

調
査
第
一
部
か

ら
桐
生
税
務
署
長
に
着
任
以
来
、
１
年
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
津
久
井

会
長
を
は
じ
め
役
員
・
会
員
の
皆
様
に
は
税

務
行
政
に
対
す
る
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
が
息

づ
く
こ
の
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ

る
と
と
も
に
、
出
身
地
で
勤
務
で
き
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
決
算
説
明
会
や
各
種
研
修
会
の
開
催
な

ど
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
に
関
す
る
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
ほ
か
、
租
税
教
室
へ

の
講
師
派
遣
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
開
催
と
い
っ
た
租
税
教
育
活
動
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
多
大
な
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
皆
様
の
会

活
動
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
に
接
し
、
税
務

行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
誠
に
心
強
い
限
り

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
多
く
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
お
人
柄

に
接
し
た
こ
と
が
、
次
々
と
頭
の
中
に
浮
か

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
１
年
間
、
無
事
に
職
務

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ

と
え
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ

た
お
か
げ
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
社
会
経
済
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、「
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
」

を
は
じ
め
と
し
た
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継

続
な
ど
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
が
求

め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
は
当
然
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
当
然
で
は
な
く
な
る
、
そ
の
よ
う
な

大
き
な
前
提
の
転
換
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
生
活

様
式
の
下
、
法
人
会
の
運
営
や
皆
様
の
企
業

経
営
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
等
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ

る
局
面
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
難
局
を
社
会
が
一
体
と
し
て
乗
り
越
え
、

更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
在
任
中
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た

ご
厚
情
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
公
益
社
団
法
人
桐
生
法
人
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び

に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
離
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

桐
生
税
務
署
長

窪
田

　悟
嗣

離
任
の
ご
挨
拶

前
桐
生
税
務
署
長

吉
田

　浩
之

－  ２  －



　
桐
生
法
人
会
の
第
八
回
定
時
総
会

が
五
月
十
九
日
正
午
よ
り
、
桐
生
商

工
会
議
所
「
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度

収
支
決
算
報
告
が
審
議
さ
れ
原
案
ど

お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。
ほ
か
、
令

和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
二

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
報
告

さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
伴
い
、
群
馬
県
が
作
成
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
規
模
を
縮

小
し
て
開
催
さ
れ
、
優
良
経
理
担
当

者
表
彰
並
び
に
経
済
講
演
会
・
会
員

懇
親
会
は
中
止
と
な
っ
た
。

　▽
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
受
賞
者

株
式
会
社
小
林
ダ
ン
ボ
ー
ル
　
田
島

勢
以
子
様
（
勤
続
二
十
二
年
）、
桐

生
信
用
金
庫
　
大
谷
拓
馬
様
（
勤
続

十
九
年
）、

有
限
会
社
天
沼
商
運
　
勝
沼
智
子
様

（
勤
続
十
九
年
）、
株
式
会
社
矢
野
　

須
永
真
由
美
様
（
勤
続
十
二
年
）、

株
式
会
社
フ
ラ
イ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
　

浜
竹
敏
明
様
（
勤
続
十
二
年
）、
株

式
会
社
美
喜
仁
　
飯
島
久
美
様
（
勤

続
五
年
）　

　
表
彰
状
と
記
念
品
は
後
日
、
津
久

井
会
長
と
阿
部
事
務
局
長
が
会
社
に

訪
問
し
贈
呈
し
た
。

　
▽
定
時
総
会
　

　
津
久
井
真
澄
会
長
の
挨
拶
に
続
き

司
会
、
阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
総
会

出
席
者
（
委
任
状
含
め
）
の
報
告
を

行
い
会
議
の
成
立
を
報
告
す
る
。

定
款
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
津

久
井
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
録
署

名
人
と
し
て
木
村
茂
光
理
事
並
び
に

坂
入
勝
理
事
を
指
名
し
議
事
に
入
る
。

第
一
号
議
案

　令
和
元
年
度
収
支
決

算
報
告
承
認
の
件
　
議
長
の
指
名
に

よ
り
向
田
財
務
副
委
員
長
よ
り
説
明

並
び
に
朝
倉
泰
監
事
よ
り
監
査
報
告

が
あ
り
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
。

報
告
事
項
一

　令
和
元
年
度
事
業
報
告

　
阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
。

報
告
事
項
二

　令
和
二
年
度
事
業
計
画

　
阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
。

報
告
事
項
三

　令
和
二
年
度
収
支
予

算
及
び
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の

見
込
み
　
阿
部
事
務
局
長
よ
り
説
明

し
原
案
ど
お
り
承
認
。

　
定
時
総
会
資
料
は
桐
生
法
人
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
公
開
資
料
と

し
て
開
示
し
て
お
り
ま
す
。

第
八
回

　定
時
総
会

優
良
経
理
担
当
者
表
彰

定  時  総  会

表　彰　式 表　彰　式

－  ３  －



　青
年
部
会
は
、
五
月
十
三
日
に
開

催
予
定
だ
っ
た
第
八
回
（
通
算
四
十

三
回
）
定
時
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

中
止
と
な
り
、
書
面
決
議
に
よ
り
定

時
総
会
を
省
略
す
る
判
断
に
至
っ
た
。

青
年
部
会
員
か
ら
は
過
半
数
以
上
の

同
意
書
が
集
ま
り
、
事
前
に
配
布
し

た
定
時
総
会
議
案
書
に
よ
り
全
議
案

が
承
認
可
決
さ
れ
た
。
議
案
書
内
容

は
以
下
の
通
り
。
ま
た
、
令
和
元
年

度
青
年
部
会
卒
業
者
は
有
限
会
社
峰

岸
燃
料
店

　峰
岸
康
雄
氏
、
久
保
田

法
律
事
務
所

　久
保
田
寿
栄
氏
、
三

髙
産
業
株
式
会
社

　髙
山
淳
史
氏
の

三
名
と
な
り
送
別
懇
親
会
は
改
め
て

開
催
す
る
予
定
。

　第
一
号
議
案

　令
和
元
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件

　平
成
三
十
一
年
四

月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
事
業
報
告

　

定
例
役
員
会
十
回
、
各
委
員
会
十
二

回
、
事
業
と
し
て
「
租
税
教
室
研
修

会
」、「
租
税
教
室
十
回
」、「
部
会
員

第
八
回

　群
馬
県
法
人
会
連
合
会

通

　常

　総

　会

　（一
社
）
群
馬
県
法
人
会
連
合
会

の
第
八
回
通
常
総
会
が
六
月
十
七
日

前
橋
商
工
会
議
所
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
が
審
議
さ
れ
承
認
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
二
年
度
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
・
第
三
十
九

回
法
人
会
全
国
大
会
群
馬
大
会
が
報

告
さ
れ
た
。

　今
回
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
規
模
を

県法連定時総会

青
年
部
会 

第
八
回 

（
通
算
四
十
三
回
）

　定 

時 

総 

会

本
会
受
賞
者

◆ 

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

髙梨靜江 理事

蛭間　茂 理事

◆ 

群
馬
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

福田雅之 理事

須永博之 理事

縮
小
し
て
開
催
し
た
。
な
お
、
令
和

二
年
度
功
労
者
表
彰
式
は
中
止
に
な

っ
た
が
、
表
彰
状
並
び
に
記
念
品
は

同
日
の
う
ち
に
、
桐
生
法
人
会
津
久

井
会
長
に
よ
り
各
表
彰
対
象
者
へ
授

与
さ
れ
た
。

全
法
連
功
労
者
表
彰
十
五
名
、
県
法

連
功
労
者
表
彰
二
十
名
、
福
利
厚
生

制
度
表
彰
八
名

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」、「
税
務
研
修
会

並
び
に
納
涼
会
」、「
部
会
員
ゴ
ル
フ

大
会
」、「
租
税
教
室
講
師
養
成
講

座
」、「
租
税
視
察
研
修
会
」、「
全
国

青
年
の
集
い
大
分
大
会
」、「
次
世
代

創
生
研
修
会
」、「
部
会
員
忘
年
会
」、

「
新
年
研
修
会
並
び
に
部
会
員
交
歓

会
」　第

二
号
議
案

　令
和
元
年
度
会
計

収
支
決
算
承
認
の
件

　収
入
の
部

一
、会
費
収
入 

6
4
8
，0
0
0
円

二
、事
業
活
動
費 

8
2
9
，9
6
9
円

三
、雑
収
入 

7
0
円

　

収
入
合
計 

1
，4
7
8
，0
3
9
円

支
出
の
部

一
、事
業
費 

1
，2
3
7
，9
6
5
円

二
、会
議
費 

1
5
3
，9
2
6
円

三
、管
理
費 

8
6
，1
4
8
円

支
出
合
計 

1
，4
7
8
，0
3
9
円

　書
面
監
査
報
告

　四
月
八
日
に
実

施
し
た
会
計
監
査
会
（
会
計
二
名
、

監
査
二
名
）
に
お
い
て
監
査
し
た
結

果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　第
三
号
議
案

　令
和
二
年
度
事
業

計
画
（
案
）
承
認
の
件

　第
四
号
議
案

　令
和
二
年
度
会
計

収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

－  ４  －



みやま園タオル寄贈

　
女
性
部
会
は
、
五
月
十
四
日
に
開 

催
予
定
だ
っ
た
第
八
回
定
時
総
会
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
、
書
面

決
議
に
よ
り
定
時
総
会
を
省
略
す
る

判
断
に
至
っ
た
。

　
女
性
部
会
員
か
ら
は
過
半
数
以
上

の
同
意
書
が
集
ま
り
、
事
前
に
配
布

し
た
定
時
総
会
議
案
書
に
よ
り
全
議

案
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。
議
案
書
内

容
は
以
下
の
通
り
。

　
第
一
号
議
案

　令
和
元
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件
　
平
成
三
十
一
年
四

月
一
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
実
施
さ
れ
た
事
業
報
告

　
第
二
号
議
案

　令
和
元
年
度
会
計

収
支
決
算
承
認
の
件
　
収
入
の
部

一
、会
費
収
入
4
０
0
，4
4
0
円

二
、事
業
活
動
収
入 

6
4
6
，8
9
9
円

三
、雑
収
入 

7
0
円

収
入
合
計 

1
，0
4
7
，4
0
9
円

支
出
の
部

一
、事
業
費 

8
7
6
，5
1
9
円

二
、会
議
費 

5
3
，０
4
0
円

三
、管
理
費 

1
1
7
，8
5
0
円

支
出
合
計 

1
，0
4
7
，4
0
9
円

女
性
部
会 

第
八
回 

（
通
算
三
十
三
回
）

　定 

時 

総 

会

　
七
月
十
五
日
　
松
島
部
会
長
他
五

名
が
桐
生
み
や
ま
園
を
訪
れ
、
タ
オ

ル
百
六
十
四
本
を
寄
贈
し
た
。
　
　 

　
こ
れ
は
社
会
貢
献
活
動
事
業
の
一

環
と
し
て
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
毎

年
女
性
部
会
員
か
ら
寄
託
さ
れ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
と
タ
オ
ル
を
、
年
二
回
に

わ
た
り
桐
生
み
や
ま
園
に
寄
贈
し
て

お
り
、
今
回
は
タ
オ
ル
を
持
参
し
た
。

累
計
で
は
四
千
六
十
九
本
に
達
し
、

同
園
で
役
立
た
れ
て
い
る
。

社 

会 

貢 

献 

活 

動

社 

会 

貢 

献 

活 

動

　
第
三
号
議
案

　令
和
二
年
度
事
業

計
画
（
案
）
承
認
の
件

　第
四
号
議
案

　令
和
二
年
度
会
計

収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

－  ５  －

令和2年7月10日現在

転　出　先

転　　　　　　出 転　　　　　　入

氏　　名 旧　所　属氏　　名

署　　　　　　長 局 調査査察部
調査審理課長

局 徴収部
特別整理部門 主査

局 徴収部
徴収部門 主査

上尾署　副署長

浦和署
事務処理センター管理運営担当
第 4グループ 統括国税徴収官

高崎署 個人課税第一部門
統括国税調査官

吉　田　浩　之

金　井　清　人

高　橋　康　之

佐　藤　正　明 大　貫　哲　史

総　務　課　長

管 理 運 営 部 門
統　括　徴　収　官

常　木　孝　彦 藤岡署 個人課税部門
統括国税調査官三　木　瑞　枝

徴　 収　 部　 門
統　括　徴　収　官

個人課税第一部門
統　括　調　査　官

竜ヶ崎署 個人課税第二部門
統括国税調査官佐々木　浩　志

前橋署
特別国税調査官（所得担当）
上席

栗　原　一　雄個人課税第二部門
統　括　調　査　官

熊谷署
特別国税調査官（法人担当）茂　木　克　行 藤岡署 法人課税部門

統括国税調査官富　田　裕　二法人課税第一部門
統　括　調　査　官

退職湯　本　智　志

三条署
法人課税第一部門 総括上席伊　丹　信　人

宇都宮署
特別国税調査官（法人担当）
上席

小　林　貞　夫

太田署
法人課税第一部門
総括上席

小　林　清　志

法人課税第二部門
統　括　調　査　官

法人課税第一部門
総括上席調査官

東京局 課税第一部
主任訟務官

宇都宮署 管理運営第一部門
統括国税徴収官

局　徴収部
納税管理官 主査

窪　田　悟　嗣

石　黒　和　之

大　谷　浩　康

桐生税務署定期異動に係る職員転出入の状況



地域社会貢献団体等支援事業地域社会貢献団体等支援事業

地域社会貢献活動に熱心に取組んでいる桐生市・みどり市地域内の公益法人やＮＰＯ法人等の各種団体の
方々を応援する「地域社会貢献団体等支援事業」は公募・選考の結果、令和２年度は次の６団体に交付決定
いたしました。

団体名 代表者 対象事業

吾妻山友の会

とまり木

重要文化財彦部家住宅鳳純会

桐生地区更生保護女性会

一般社団法人ジョブラボぐんま

特定非営利活動法人チャウス

吾妻山散策道周辺の清掃、整備事業

子どもの居場所づくり

手織工房「織学舎」の活用による織物創作活動の推進

青少年の健全育成と犯罪防止活動

KIRYU TEXTILE MONTH 2020（桐生テキスタイルマンス）

新型コロナウィルス～子どもリフレッシュ活動

柳沼　　憲

板谷　章子

宝田　恭之

小島志津代

宮坂あつこ

加藤　正幸

経営は、真剣勝負。法人会で、税の知識とﾈｯﾄﾜｰｸを。
福利厚生制度・会員増強にご協力をお願いします。
お取引先・お知り合いの企業・・・ぜひご紹介ください。

　法人会は全国で７０年を超える歴史ある、８０万
社が加入する経営者の団体組織です。税の活動を中
心に、国や地域への貢献を目指し、正しい税知識の
普及や税制改正提言、経営情報、各種福利厚生制度、
社会貢献活動、会員同士の交流親睦、会員サービス
向上など様々な活動を行っています。
　法人会の「異業種交流」は新しい発見や仕事の繋
がりへ発展する可能性を秘めています。

　また、企業が安定して繁栄するために経営者を守
る経営者大型総合保険制度やビジネスガード。経営
者・従業員を守るがん保険など様々なリスクをカ
バーする法人会独自の優遇された福利厚生制度が用
意されています。
　未加入の企業をご存知の方、また福利厚生制度等
につきましては各支部の役員又は事務局までご連
絡、ご紹介をお願いします。

【事務局　TEL ４５－１２１１】

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会のホームページから無料で視聴できます。

　桐生法人会では、会社や自宅にいながらインター
ネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデマ
ンドサービス」の提供を行っています。
　一流の講師陣による経営や財務はもちろん、

コロナショックを乗り切る資金繰り術など１００
タイトルを超えるセミナーを桐生法人会ホーム
ページのバナーをクリックするだけで無料にて
何時でもお好きな時にご視聴いただけます。

桐生法人会　ホームページ　　http://www.kiryu-houjinkai.jp
会員ＩＤ：hj0815　　パスワード：1211

厚生・組織
会員サービス委員会

研修委員会

（受付順）

－  ６  －



公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会
部会員を募集しています。

事 務 局 〒376-0024
桐生市織姫町２番５号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。 
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な活
動を行っています。 
地域社会貢献活動においては、きめ細か
さや優しさが皆さんの好感を得て、法人
会活動に貢献しています。

部会長：松島和代
会　員：68 名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育
成は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向
けて飛躍するための研修会や多彩な行事
を開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
は、その企画力や行動力が大きな役割を
果たしております。 

部会長：新井雄一
会　員：110 名
年会費：6,000円

おかげさまで50周年

－  ７  －

一般家庭の水のトラブルやリフォーム・公共施設の設備工事まで

安心な暮らしのサポーター

新里設備工業株式会社

豊かな生活環境作りを目指します

日々を忘れる癒やしの空間

四季折々の花々があなたをお待ちしています。

吾妻公園・水道山公園指定管理者

株式会社 福 田 造 園
 福 田　勝 巳 （樹木医）代表取締役

ISO9001：2015 認証取得 since 2005



－  ８  －

群馬支社

TEL 027-223-5260

群馬支店

TEL 027-223-5771


